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FAX: 059-345-7174 URL: http://www.rhombic.co.jp/ (53SE02:2500)

セルロース材料の分子量評価技術

溶解が困難なセルロースを短時間で溶解し、GPCによる分子量分布の測定が可能です。

樹脂の分離技術に関するノウハウを蓄積しており、複合材料からセルロースナノファイバー
(CNF)を分離し、分子量分布の測定が可能です。

複合材料

高温溶解分離

溶解分離

フィラー

PO樹脂 不溶分

CNF
分子量分布の測定

※その他の複合材料にも対応可能です

測定事例： セルロース 分子量分布

PS 換算分子量

複合材料の成形前後や
再生利用時(リサイクル)における
セルロースの劣化の有無を、
分子量分布の変化から評価可能

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

3.00 4.00 5.00 6.00 7.00 8.00

d
W

/
d
(l
o
gM

)

logM

処理前
処理後

左図フローによる分離処理が
セルロース分子量に及ぼす影響

分析例： PO(PE,PP 等)/CNF 複合材料

影響は小さく、変化は
測定誤差の範囲内

劣化評価やリサイクル適性の指標となる分析技術
独自の前処理技術により、
短時間での溶解と
GPC測定に適した
安定溶液の調製を実現
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